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The Need for Healthy Sperm – 良好精子 の必要性

昨今の不妊治療においては、過去に比べより良好な精子を選択することが
重要視されています。Imperial College Londonの科学者らの新しい研究
1によると、反復流産は精子の正常形態率の低さとともに、精子のDNA断
片化および活性酸素種の増加と直接的に関係していると言われています。 
このことは昨今、相次いで報告されている内容、すなわち精子の健康状態
を改善させることが妊娠成績の改善に結びつくという結果と一致していま
す。ZyMōt™は、ほとんど検出不可能なレベルのDNA断片化および酸化ス
トレスから精子の分離を可能にし、その結果、妊娠率と正倍体率の向上が
期待されます。このように精子の健康状態の改善は、臨床成績の改善を示
唆することが出来ます。

DNA断片化と酸化ストレスを回避するために

スパームセパレーター Zymot ICSI は、従来の密度勾配遠心法と比較し
て、DNAフラグメンテーションを限りなくゼロに近づけることが昨今の研
究で示唆されています。Midwest Fertility Specialists(所在: 米国 / インデ
ィアナ州) の独立した研究3において、スパーム セパレーター ZyMōt と、
密度勾配遠心法およびスイムアップ法を用いる従来の精子調整法を直接的

に比較しました。本臨床研究では、ZyMotがDNA断片化指数 (DFI)、酸化
ストレス付加物  (OSA)や高DNA染色(HDS)など、精子に関するバイオマ
ーカーにどのような結果をもたらすかを検証しました。

結果：ZyMot スパームセパレーター は2つの異なる市販溶液を使用した従
来の密度勾配法による調整、並びにその手技に加えSwim-upを行った結果
と比べ、DFIを有意に改善(p<0.05)する結果を示した。ZyMotTM スパー
ムセパレーター は更に、酸化ストレスの指標となるOSAレベル を有意に
低下(p<0.05)させ、また未熟精子や高ヒストン遺残の指標となるHDSを低
下させた。

研究著者は「全体として、処理後に得られた精子の質は、分離装置を使用
することで改善された」とコメントしています。

結論:ZyMōtを使用すると、従来の遠心分離を使用した方法と比較して、精
子のDNAやストレスに焦点を置いた指標において統計学的に有意な改善を
示した

効率と結果の改善

ZyMōtは、密度勾配遠心法と比較して、作業工程が少なく、簡単に使用
できることから、作業時間を従来の80%ほど削減することが期待でき
る。またZyMōtは、作業効率の向上のみならず、精子機能の改善をもたら
し、ICSI、IUI、IVF で最善の成果をあげることができる。 更に詳しい情
報は zymotferility.com に掲載されていますので、是非ご覧ください。
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図1: 原精液、市販の密度勾配溶液 2種（処理後のスイムアップ有/無）かスパーム セパレーター ZyMōtを用いて精子処理
を行った後に測定したDNA断片化指数(DFI)の比較


